
例題 5.1 

⚫ https://sbml.orgの What is SBML?のページにアクセスして、モデル記述言語

の意義について調べてみよう。モデルを書き換えること無く複数のソフトウ

ェアで扱えるようになること、研究者の間でモデルを共有・公開できるよう

になることに加えて、どのような利点があると書かれているだろうか。 

⚫ https://www.ebi.ac.uk/biomodelsにアクセスして、「Manually Curated」セクショ

ンにおける数理モデルの対象生物種の内訳を見てみよう。ヒトに次いでモデ

ルが多い生物は何だろうか。生物種になにか傾向は見られるだろうか。  



解答例 

⚫ What is SBML?のページの「SBML is for people too」というところに、太字で

many benefitsと書かれている部分がヒントになります。この中で、3番目に

書かれている benefit について述べればよいでしょう。例えば「モデルの存

続可能性を飛躍的に高める」といったことを書けばよいです。なお、原文は

以下の通りです： 

(3) ensuring the survival of models (and the intellectual effort put into them) beyond 

the lifetime of the software used to create them. 

  



 

⚫ BioModelsのトップページから辿れるManually Curatedのページに移動し、

左側に見えている Organisms を眺めてみてください。圧倒的に多いのは

Homo sapiensですが、その次以降 cellular organisms, Mus musculus, Mammalia, 

…のようになっていることがわかります。厳密な意味での生物種だと、マウ

ス（Mus musculus）が 2番目に多いようです。全体的な傾向としては、いわ

ゆる「モデル生物」としてこれまでよく研究されてきた生物種が多いことが

わかります。 

 


